
 

 
 
 
 
 
 

１ 本 モデル授業の特徴  
本モデル 授業は，新学習 指導 要領に基 づき，児 童生徒 の豊 か
なスポー ツライフ を実現 する ための資 質・能力 の育成 を目 指
し，以下 のオ リン ピッ ク， パ ラリ ンピ ック の価 値に 着目 し て
作成 しました 。  
 
 
○  オ リ ン ピ ック の価 値  
・  卓 越 （ Exce l l ence）  
   ス ポ ー ツに 限らず 人生 において ベストを 尽くす こと 。大
切なのは 勝利する ことで はな く，目標 に向か って全 力で取
り組むこ とであり ，体 と頭と 心の健全 な調和を はぐく むこ
とである 。  
・  友 情 （ Fr i endsh ip）  
   ス ポ ー ツで の喜び やチ ームスピ リット ，対戦 相手と の交
流は人と 人とを結 び付け，互 いの理解 を深める。そのこ と
は平和で よりよい 世界の 構築 に寄与す る。  
・  敬 意 /尊 重 （ Respect）  
   互 い に 敬意 を払い ，ル ールを尊 重するこ とはフ ェア プレ
ー精神を はぐくむ。これは オ リンピッ ク・ムーブ メント に
参加する すべての 人にと って の原則で ある。  
『 JOC の 進 め る オ リ ン ピ ッ ク ·ム ー ブ メ ン ト 』  
ht tps : / /www . j oc . o r . j p /movement / da t a/movement book .pd f  

（平成 26 年  公 益 財 団法 人  日 本 オリ ンピック 委員会 ）  
 
○  パ ラ リ ン ピッ クの 価値  
・  勇 気 （ Courage）  
マ イ ナ ス の感情に 向き合 い，乗り越え ようとす る精神 力  

・  強 い 意 志 （ Dete rm inat i on）  
困 難 が あ っても， 諦めず 限界 を突破し ようとす る力  

・  イ ン ス ピ レー ショ ン（ Insp i r a t i on）  
人 の 心 を 揺さぶり ，駆り たて る力  

・  公 平 （ Equa l i t y）  
多 様 性 を 認め，創 意工夫を す れば，誰も が同じ スタート
ラインに 立てるこ とを気 づか せる力  
日 本 パラ リンピッ ク委員 会 HP 
ht tps : / /www . j s ad .o r . j p /par a l ymp i c /what / i n dex . h tm l  
 

 各学校における本モデル授業の
活用にあたって 



 

２  モデル授業を活用する際の留意点  
 本モデル授業 は，学 習活動 や発問， 指示，課 題等を 単独 で活
用できる モデルと して作 成し ています 。学習活 動は時 系列 で示
していま すが，各 学 習活 動が 授業 の１ 単位 時間 に限 定し て 示し
てい るも ので はあ りま せん 。 また，モ デ ル授 業全 体が ，単 元全
ての 学習 内容 を示 すも ので も あり ませ ん。 先生方が 指導を 行う
学習内容 に関連さ せなが ら活 用できる ようにし ていま す。  
な お ，児 童生徒の 学びや 気付 きはあく まで予想 であり ，児 童
生徒がこ のような 学びの 姿に ならなけ ればなら ないも ので はあ
りません 。活用に あたっ ては ，予想外 の児童生 徒の反 応も 肯定
的に受け 止めたり，後の振 り 返りを丁 寧に行っ たりし  ，授 業改
善を進め ることが 重要で す。 本モデル 授業を参 考に， 各学 級や
児童生徒 の実態に 応じた 体育 科，保健 体育科の 授業改 善に つな
げてくだ さい。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

３ 本授業モデルのポイント 
 
 
 
 
 
 

◇ 着 目 したオリンピック（パラリンピック）の価 値  
 

◇ 学 年      第 ○ 学 年  
 

◇ 単 元 名  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

◇ 目 標 （育 成 が期 待 できる資 質 ，能 力 ）  

⑴  知 識 及 び技能  

⑵  思 考 力 ，判断 力，表 現力 等  

⑶  学 び に 向かう 力，人 間性 等  

 

◇  展 開  

学習活動  発 問 ，指示，課題等  児 童・生徒の学 びや気 付き  

  

 

 

 

 

 

 

◇  本 モ デル授業 の特徴  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 保健体育科の指導における 

オリンピックの価値に着目したモデル授業 

○学 校  

モ デ ル 授 業 実 施 の 際
に ，着 目 す る 価 値 を 示
し て い ま す 。  

モ デ ル 授 業 の 対 象 学 年 を
示 し て い ま す 。  

「 本 事 例 の 特 徴 を 示 し た タ イ ト ル 」  
【 新 学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ た 単 元 名 】  

モ デ ル 授 業 作 成 の 意
図 や 授 業 の 内 容 や 流 れ ，
児 童 生 徒 に 育 成 が 期 待
で き る 資 質 ， 能 力 な ど ，
授 業 の 全 容 が 分 か る よ
う ， モ デ ル 授 業 の 特 徴 を
ま と め て 記 載 し て い ま
す 。  
ま た ， オ リ ン ピ ッ ク ，
パ ラ リ ン ピ ッ ク の 価 値
に 着 目 し な が ら ， 体 育 科
， 保 健 体 育 科 で 指 導 す る
領 域 ・ 種 目 ・ 単 元 等 を ど
の よ う に と ら え て 作 成
し た の か を 表 現 し て い
ま す 。 ま た ， 学 校 ， 児 童
生 徒 の 実 態 を 踏 ま え ， ど
の よ う な こ と に 留 意 し
て 作 成 し た の か を 解 説
し て い ま す 。  

オ リ ン ピ ッ ク ，パ ラ リ ン ピ ッ ク の

価 値 に 着 目 し た 授 業 を 実 施 す る こ

と で ，児 童 生 徒 に 育 成 が 期 待 で き る

資 質 ，能 力 の 例 を 新 学 習 指 導 要 領 で

育 成 を 目 指 す 資 質 ・ 能 力 の ３ つ の 柱

で 整 理 し て 示 し て い ま す 。  

学 習 活 動 は ，授

業 の 時 系 列 で

配 列 し て い ま

す 。な お ，学 習

活 動 単 独 で も ，

授 業 で 活 用 で

き ま す 。  

授 業 で 教 師 が 生

徒 に 示 す 発 問 や

課 題 ， そ の 提 示

の 仕 方 等 を 記 載

し て い ま す 。  

設 定 し た 学 習 活 動 の 中

で ，準 備 し た 発 問 ，指 示 ，

課 題 等 に 取 り 組 ま せ る こ

と で ， 児 童 生 徒 の 予 想 さ

れ る 学 び の 姿 （ 発 言 ， 行

動 ， 記 述 等 ） を 具 体 的 に

記 載 し て い ま す 。  



 

 
 
 
 
 
◇ 着目したオリンピックの価値 「敬意，尊重（Respect）」 
◇ 学年       第４学年 
◇ 単元名 「広島小オリンピック～４人制タグラグビー～」 

E ゲーム ア ゴール型ゲーム（タグラグビーを基にした易しいゲーム） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇ 目標 
⑴ 知識及び技能 

○ 自分と友達が楽しくゲームをするための行い方を理解することができる。 

⑵ 思考力，判断力，表現力等 

○ 誰もが楽しくゲームに参加できるよう，規則を工夫したり，行動を選ぶことができる。 

○ 誰もが楽しくゲームに参加するための方法を見付け，工夫するとともに，ゲームでフェアなプレイ

をした時の気持ちを友達に伝えることができる。 

⑶ 学びに向かう力，人間性等 

○ 進んでゲームに取り組む中で，ゲームの規則を守り，誰とでも仲よくすることができる。 

○ ゲームの勝敗を受け入れることができる。 

○ ゲームや練習の中で，友達の考えを認めることができる。 

◇ 展開 

学習活動 発問，指示，課題等 児童・生徒の学びや気付き 

試しのタスクゲーム

（「タグ取り鬼」「１対

１タグ取り」）を行い，

ゲーム後に規則が守れ

なかった場面を振り返

る。 

【試しのタスクゲーム終了後

の問い】 

発問① 

「規則が守れなかった場面は

ありましたか。」 

 

○ 規則が守れなかった場面を思い出し，スポ

ーツでは，規則を守ることができなくなる場

面が存在することを理解する。 

【児童の回答例】 

「タグを手でおさえてしまったよ。」 

「線をはみ出したのに，進んでしまったよ。」 

「タグをとられそうになったとき，体を回して

しまったよ。」 

「タグをつける位置を横でなく後ろにしてしま

っていたよ。」 

発問② 

「規則が守れない時は，どんな

時ですか。」 

○ 規則が守れなかった場面を客観視し，スポ

ーツのどのような場面で規則が守れなくなる

のか理解する。 

【児童の回答例】 

「規則が分からなくなった時。」 

 体育科の指導における 

オリンピックの価値に着目したモデル授業 

小学校 

◇ 本モデル授業の特徴 
新学習指導要領の第３学年及び第４学年の内容の取扱いにおいて示された「(3) 内容の「Ｅゲーム」の(1) 
のア（ゴール型ゲーム）については，味方チームと相手チームが入り交じって得点を取り合うゲーム及び陣
地を取り合うゲームを取り扱うものとする。」に対応したタグラグビーを基にした易しいゲームの指導に活
用できる授業モデルです。 
運動領域の単元名を「広島小オリンピック」に統一することで，オリンピックの価値に着目した指導を意
識的に継続して行うことができるようにしています。 
前半の指導では，規則の内容を理解しゲームの中で守ることができるようにすること，後半の指導では，
規則を守ること以外のフェアなプレイに着目させ，その具体をフェアプレイリストとして，他の領域でも活
用できるよう工夫しています。本単元では特に，一緒にゲームをする友達に敬意を払ったり，頑張りを認め
合ったりすること，ベストを尽くすことなどの要素の入ったプレイに着目させることをねらいとしていま
す。 



 

「ゲームに夢中になり，規則を忘れてしまった

時。」 

「自分の思い通りにするためにズルをしよう思

った時。」 

「自分が規則を守れていないことに気付いてい

ない時。」 

タスクゲームを行う前

に，規則を守らないで

ゲームを行うことの問

題点を考え，規則を守

ることの大切さやどう

すれば規則を守ること

ができるか考える。 

【タスクゲーム開始前の問い】 

発問③ 

「みんなが規則を守らずに試

合をしたら，どんな困ったこと

が起こると思いますか。」 

○ 規則を守ることで，楽しくプレイできるこ

とを実感し，規則の必要性を理解する。 

【児童の回答例】 

「けがをする。」「けんかになる。」 

「めちゃくちゃになって，楽しくなくなる。」 

「いやな気持ちになる。」 

発問④ 

「どんな工夫をすれば，みんな

が規則が守れると思います

か。」 

○ 規則を守ることができるようになるための

具体的な方法や行動について，考える。 

【児童の発言例】 

「どんな規則か分からなくなったら，掲示物を

見たり，友達に聞いたりして確認する。」 

「自分が規則を守れているかどうか，友達に教

えてもらう。」 

「自分が規則を守れていないことを教えてもら

ったら，ごまかさずに認める。」 

全員がゲームを楽しむ

ことができる規則を話

し合い，規則やマナー

を楽しみながら，ゲー

ムを行う。 

【メインゲーム１（規則を守る

ことを意識したゲーム）開始前

の指導】 

課題① 

「みんなが笑顔になれる工夫

をしながら，４人制タグラグビ

ーのゲームを楽しみましょ

う。」 

○ 規則を守り，相手を思いやりながらゲーム

をすることで，スポーツは楽しくなることを

感じる。 

【規則の工夫例】 

・タグは体の横に付ける。 

・ボールを持った人がコートの外に出たら，相

手の攻撃となる。 

・後方に逃げたり，後ろ向きに走ったり回転し

たりしない。 

・タグを取られたら立ち止まって味方にパスを

し，しゃがんでタグを付け，ゲームに参加する。 

・守る時はボールではなく，相手のタグを取る。 

・タグを取る際は大きな声で「タグ！」と言う。 

・タグを取ったらしゃがみ，相手がパスを出し

てからタグを返してゲームに参加する。 

【児童の行動例】 

・周りの児童がタグの位置やコートのライン，

規則に沿った動き方などを確認し，ゲームをし

ている児童に伝える。また，その指摘をされた

児童が認める。 

・試合と試合の合間に，互いに規則が守られて

いるかについて話し合う。 

・タグを取った児童だけでなく，それに気づい



 

た児童全員が「タグ！」と言う。 

・タグを返す際に「どうぞ！」「ありがとう！」

と声を掛け合う。 

※ 規則を守ろうとする態度が表出した際には

その言動を認め，周りの児童にもそういった

言動に気付くことができるよう支援する。 

規則を守ることの大切

さについて感じたこと

を振り返り，友達や教

師に伝える。 

【メインゲーム１終了後の問

い】 

発問⑤ 

「規則を守ってゲームをする

と，どんな気持ちになりました

か。」 

「規則を守っている友達を見

ると，どんな気持ちになりまし

たか。」 

○ 規則を守ろうとすることの良い効果につい

て振り返り，今後の活動に生かす。 

【児童の発言例】 

「いい気持ち。」「拍手を送りたい。」 

「みんなで仲良くゲームできる。」 

「規則を守って，ゲームに勝ちたい。」 

「友達にも規則を守ってほしい。」 

「規則を守ってくれてありがとう。」 

「自分も規則を守ろう。」 

タスクゲーム終了後に

振り返りを行い，どう

すればより楽しくゲー

ムができるか考え,話

し合いながら，タスク

ゲームをする。 

【メインゲーム１終了後の振

り返り】 

課題② 

「規則を守るために，どんな工

夫をしましたか。学習カードに

書きましょう。」 

○ 規則を守ることができるようになるための

方法や行動についてメインゲーム１での行動

を振り返り，その内容を視覚化させることで，

そのイメージを強化する。 

【児童の記述例】 

「まずはしっかり規則を覚えよう。分かりやす

く，書いておくといい。」 

「規則が守れるよう，友達と声をかけ合う。」 

「どっちが正しいか分からなくなった時は，じ

ゃんけんで決める。」 

「次に並んでいる人が審判をするといい。」 

「規則を破りそうになる弱い自分に負けない。」 

「友達の話を素直に聞こう。」 

規則に加え，マナーを

守ることで，みんなが

ゲームをより楽しめる

ことを理解する。 

【メインゲーム２（マナーを守

ることを意識したゲーム開始

前の指導】 

課題③ 

「もっとみんなが楽しくくゲ

ームをするためには，どうすれ

ばいいですか。」 

○ 規則を守ることに加え，マナーを守ること

で，より楽しくゲームができることを理解し，

プレイできる。 

【児童の発言や行動例】 

・試合の前後にあいさつやあく手をする。 

・友達が失敗したと時は，みんなで『ドンマイ！』

と掛け声をかける。 

規則やマナーを守った

ゲームの振り返りをす

る。 

【メインゲーム２終了後の指

導】 

課題④ 

「ノーサイドの後に，相手チー

ムの友達に，一言声をかけまし

ょう。」 

○ フェアなプレイとともに相手に対する敬意 

 を大切にプレイできたときの気持ちを振り返

らせ，仲間に伝える。 

【児童の発言例】 

「規則がきちんと守れていて，気持ちがよかっ

たよ。」 

「みんなで大きな声で応援したり，励ましたり

できるいいチームだね！」 

「最後まで全力で走ってたね！」 



 

規則や規則の大切さに

ついて振り返り，今後

の学習に生かそうとす

る。 

【学習活動の振り返り】 

課題⑤ 

「広島小オリンピックのフェ

アプレイリストを作ります。リ

ストに入れる言葉を学習カー

ドの書きましょう。」 

※リストは，教師が児童の言葉

を集約し作成する。 

○ 規則やマナーを守ることでスポーツはより

楽しく行えることを理解し，フェアなプレイ

を大切にすることを今後の学習に生かすため

に，言語化する。 

【児童の記述例】 

「友達を大事に，全力プレー」 

「思いやりで，笑顔いっぱい」 

「友達のアドバイスにありがとう」 

「規則を守ってみんなが笑顔に」 

「きちんとありがとうの気持ちを伝えよう」 

「みんなで『ドンマイ』」 

「ノーサイドの気持ちを大切に」 

 

 【タスクゲームの例】               【規則の例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】「タグラグビーオフィシャルウェブサイト」  http://www.tagrugby-japan.jp/ 

「みんなでトライ！タグラグビーガイド」   http://www.tagrugby-japan.jp/guide/g04.html 

※本モデル授業では前後半ともに３分 



 

 
 
 
 
 

◇着目したパラリンピックの価値 「インスピレーション（Inspiration）」 

◇学年       第３学年  

◇単元名 「文化としてのスポーツの意義」【Ｈ 体育理論】 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
◇目標 

（１）知識 

○ パラリンピックの在り方や価値について理解することができる。 

○ 一人ひとりの違いに応じて楽しめる，スポーツの魅力について理解することができる。。 
○ スポーツの，人や社会にあたえる影響力について理解することができる。。 

（２）思考力，判断力，表現力等 
○ スポーツの意義・文化的価値について説明することができる。 

  ○ パラリンピックの国際的な役割について説明することができる。 
（３）学びに向かう力，人間性等 

  ○ 一人ひとりの違いを認め，自己の最善を尽くして運動することができる。 
     ○ 誰もが楽しめるというスポーツの多面性について関心を持ち，自主的に学習や話し合い活動等に

取り組むことができる。 
○ 運動における競争や協働に取り組む際に，勝敗などを冷静に受け止め，互いに協力し，一人一人

の違いを大切にすることができる。 

◇展開 

学習活動 発問，指示，課題等 児童・生徒の学びや気付き 

パラスポーツの課

題や自らのパラス

ポーツへの関心に

ついて考える。 

 

発問① 

「この選手たちを知っています
か？」 

Q１ ウサイン・ボルト 
Q２ 鈴木誠也（広島カープ） 

Q３ パラメダリスト 
 

写真を示し，回答させる。 

○ パラリンピアンの認知が低いことに気付か

せ，パラリンピックの課題について考える。 
【生徒の発言例】 

「今まで，日本にパラリンピックの金メダリスト
がいるなんて知らなかった。」 

「今までオリンピックには関心があったけど，パ
ラリンピックはあまり見たことがなかった。」 

「オリンピックと同じはずなのに，何でパラ選手
は有名じゃないのだろうか。」 

調べ学習 
「オリンピックとパラリンピック

それぞれのシンボルマークの意
味を調べましょう。」 

○ オリンピック，パラリンピックのシンボルマ
ークの意味について知り，大会の成り立ちや，

大会の意義について理解する。 
 

スポーツは誰もが

親しめるものであ

るということを理

解する。 

ゴールボール体験 

課題① 

「スポーツの特性を意識して，ゴー

ルボールに挑戦してみよう！」 

 

 

○ ゴールボールの特性に触れ，スポーツには，

共通の楽しさがあることを体感する。 

 

 

 

 体育分野（体育理論）の指導における 

パラリンピックの価値に着目したモデル授業 
中学校 

◇本モデル授業の特徴 
オリンピックと比べると関心の低いパラリンピックやパラスポーツの課題に着目し，パラスポーツの体験
を通して，スポーツの持つ多様な魅力はパラスポーツも共通であることを理解させる。 
また，共生社会実現に向けてのパラスポーツの果たせる役割について気づき，行動の変容を促すことにつ
なげる。 
また，自分自身の多様なスポーツとの関わり方について考え，生涯にわたって運動に親しむ資質や能力を
高めていくことを目的とした学習モデルである。 



 

 課題② 

《ゲーム終了後の生徒への問い》 

「ゴールボールを体験して感じたこ

とを予想していたゴールボールの

楽しさや喜びを比較して，学習カー

ドに書きましょう。」 

○ ゴールボールには，競争性，協働性，卓越性な

どの特性があり，本質は健常者が行うスポーツと

同じであることに気付く。 

【生徒の記述例】 

「すごい集中力や判断力が必要で想像以上に難しか

った。」 

「実際に自分にできるのかと不安だったけど，周囲

のサポートやルールの工夫があって成り立ってい

るのだと思った。」 

「音からボールの動きを推測したり，体を使ってブ

ロックをしたりするところが面白かった。」 

「ゴールボールは，ルールが工夫されていて，勝つ

ための作戦も立てながら，他のスポーツと同じよ

うに楽しめた。」 

パラリンピックの

国際的な役割につ

いて考える。 

発問② 

「2020 年東京大会の大会モットーは

『United by emotion（感動で私たち

は一つになる）』とされています。パ

ラリンピックやパラスポーツは，社会

にどのような変化をもたらすことが

できると思いますか？」 

【参考】大会モットー 

https://tokyo2020.org/ja/games/vision-motto/ 

○ パラスポーツのもつスポーツの意義や価値，ま

た，国際的なスポーツ大会の役割について考えさ

せる。 

【生徒の回答例】 

「パラアスリートの姿から，スポーツの夢や感動を

広げることができる。」 

「障害者への理解が広がり，誰もが活躍できる社会

になる。」 

「みんなが互いに助け合える社会になることで，国

際平和への架け橋になる。」 

「共生社会の理解が深まり，世界中が一つになる。」 

発問③ 

「小池百合子東京都知事は『パラリン

ピックの成功なくして、東京 2020 の

成功はない』とコメントしています。

2020 年東京パラリンピックはどのよ

うな大会になれば，成功したと言える

と思いますか。」 

○ パラリンピックの意義について考えさせる。 

【生徒の記述例】 

「観戦チケットの完売」 

「日本人選手のメダル獲得数の増加」 

「国内のバリアフリー化の質の向上」 

「整備したパラスポーツ施設の活用」 

「パラスポーツの認知度向上」 

「パラスポーツを支える人の増加」 

パラリンピックの

推進について考え

る。 

課題③ 

「どうすればパラリンピックが熱狂

を生むために，社会や個人にできるこ

とにはどんなことが考えられます

か？学習カードに書きなさい。」 

○ パラリンピックやパラスポーツを推進するため

には，どのような方法を考えさせる。 

【生徒の記述例】 

「マスコミがもっとパラリンピックやパラスポーツ

選手に着目して，情報発信する。」（マスコミの在

り方） 

「誰もがパラスポーツに親しめるような環境づくり

をしていくべき。」 

「どの運動施設でも当たり前のようにパラスポーツ

ができるようにする。」 

 



 

 
 
 
 
 
◇ 着目したオリンピックの価値 「卓越（Excellence）」 
◇ 学年       第１学年 
◇ 単元名 「スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展」【Ｈ 体育理論】 
  
  
 

 
 
 
 
 
 
 

 
◇ 目標 

⑴ 知識及び技能 

○ オリンピズム・オリンピックムーブメントについて理解することができる。 

○ 現代スポーツの課題について理解することができる。 

○ スポーツが人や社会に与える影響力について理解することができる。 

⑵ 思考力，判断力，表現力等 

○ スポーツ・オリンピックの持つ普遍的な意義や価値と，現代スポーツ・オリンピックの抱える課題 

を比較しながら，スポーツの力について説明することができる。 

⑶ 学びに向かう力，人間性等 

○ スポーツの概念（多面性）について関心を持ち，自主的に学習に取り組むことができる。 

○ 運動における競争や協働に取り組む際に，勝敗などを冷静に受け止め，互いに協力し，一人一人の

違いを大切にしようとすることができる。 

 

◇ 展開 

学習活動 発問，指示，課題等 生徒の学びや気付き 

スポーツの魅力

について考え

る。 

発問① 

「今まで，スポーツをしたり，見たり，

支えたりしてきた中で，思い出に残って

いることはありますか。」 

 

 

 

 

 

 

活動① 

新聞のテレビ欄の中から，スポーツに関

係する番組を選び，マーキングする。 

 

○ 今までの自分の経験を振り返り，仲間と

共有することにより，スポーツの持つ多様

な魅力について考える。 

【生徒の回答例】 

「中学校の運動部活動の最後の試合の後で，

感動して涙が出たこと。」 

「広島カープのリーグ優勝が嬉しかった。」 

「体育の授業で，鉄棒の逆上がりがはじめて

できた時のことが忘れられない。」 

 

○ スポーツへの社会的な関心の高さを確認

する中で，スポーツの持つ力を実感する。 

 

 

 科目体育（体育理論）の指導における 

オリンピックの価値に着目したモデル授業 

高等学校 

◇ 本モデル授業の特徴 

スポーツの魅力の一つである「卓越性」は人や社会に大きな影響力を持ちます。 

 この単元では，ドーピングの本質的な問題点を考えることを手掛かりに，スポーツの価値や，現代社会に

おける課題を理解し，今後のスポーツの在り方や可能性について学習します。 

また，スポーツの持つ多様な魅力を活用した，スポーツの力による，よりよい社会づくりについて考えま

す。 



 

発問② 

「何故，人はスポーツに魅了されるので

しょうか。」 

○ スポーツの持つ卓越性は，人を引き付け

る魅力があることを理解する。 

【生徒の回答例】 

「可能性に挑戦することの価値を感じる。」 

「スポーツの中に，自分の人生を重ねる。」 

「スポーツの中に人の可能性を見る。」 

ドーピングの問

題点について考

える。 

発問③ 

「あなたは，陸上競技 100ｍ競走の選手

です。目の前に飲めば必ず誰でも 100ｍ

を９秒台で走れる，人体に全く害のない

薬があるとします。あなたはこの薬を使

い競技力を向上させることに賛成です

か，反対ですか，理由とともに考えてみ

ましょう。」 

○ ドーピングは身体的悪影響のみならず，

スポーツの文化的価値を失墜させることを

学び，既習内容（メディア等がスポーツを

歪める可能性）と関連付けながら現代スポ

ーツの課題について理解する。 

【生徒の回答例】 

「賛成：人体に害がないのであれば，使って

もいいと思う。」 

「反対：薬の力を使って速く走っている姿に

は，スポーツの魅力を感じない。」 

「条件付き賛成：選手全員にこの薬を飲ませ

て，今までにないスピードで競い合うレース

を見てみたい。」 

オリンピック・

ムーブメントに

ついて理解す

る。 

調べ学習 

「近代オリンピックの提唱者である，ピ

エール・ド・クーベルタンは，なぜ，近

代オリンピックを開催しようと考えた

のか。」 

○ オリンピック・ムーブメントとは，スポ

ーツの持つ力を利用し，オリンピック競技

大会などを通じて人々の友好を深め，世界

平和に貢献しようとする社会運動であるこ

とを理解する。 

オリンピズムを

理解し，スポー

ツに求められる

高潔性について

考える。 

発問④ 

「もし，現代スポーツの現状をクーベル

タンが知ったとすると，何を喜び，嘆く

と思いますか。」 

○ スポーツには，様々な意義や価値がある

と同時に，スポーツが発展する中で生じた

過剰な商品化等，オリンピック・パラリン

ピック競技大会や現代スポーツが抱えてい

る様々な課題等について理解する。 

○ 現代スポーツの特徴とオリンピズムを比

較し，スポーツの概念について理解する。 

【生徒の回答例】 

「ある国で自然災害等が発生した際に，世界

中で，チャリティスポーツ大会が開催された

り，国や地域を超えて，様々なスポーツ選手

が，メッセージや寄付を贈っていることを喜

ぶと思う。」 

「大会等で勝つことのみを求めて，ドーピン

グが横行していること，また，その背景には，

勝者に与えられる巨額な賞金があること等，

スポーツが発展する中で，本来の意義や価値

が歪められていることを嘆くと思う。」 



 

オリンピックム

ーブメントにつ

いて考える。 

発問⑤ 

「スポーツの力で，社会にどんな影響を

与えることができますか。」 

○ オリンピックムーブメントとは，スポー

ツの多様な力を活用した社会変革であるこ

とを理解し，スポーツの価値に気づく。 

【生徒の回答例】 

「現在，地域社会における人間関係の希薄化

などが問題視されているため，地域住民が自

由に参加できるスポーツ大会を開催し，スポ

ーツを通じて住民が交流を深め，地域の連帯

感を醸成する。」 

「スポーツを通して，子供たちに，自己責任

や克己心，フェアプレイの精神等を培うこと

ができる。また，スポーツは，様々な要因に

よる子供たちの精神的なストレスの解消にも

なり，青少年の健全育成に役立つ。」 

スポーツ・オリ

ンピック・パラ

リンピックの在

り方の提言 

課題① 

「あなたはある新聞社の論説委員です。

2020 年東京オリンピック・パラリンピッ

クに向けて，スポーツの意義や価値につ

いて，社説の執筆を担当することになり

ました。社説はその社の責任ある意見お

よび主張として載せる論説です。今後の

スポーツ・オリンピックの在り方につい

て，社説を書きましょう。」 

○ オリンピック競技大会から見られる現代

スポーツの特徴について，スポーツの意義

や価値と課題を関連付けて，論理的にまと

めることができるようになる。 
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